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令和７年度 第１回吹田市小学校給食調理等業務委託事業者選定委員会 議事録 

 

１ 日時 

令和７年４月２１日（月）  午後３時００分 ～ 午後４時３０分 

 

２ 場所 

吹田さんくす３番館 ４階 教育委員室 

 

３ 出席委員 

吹田市ＰＴＡ協議会代表者 

公認会計士 

吹田市立小学校教頭 

吹田市立小学校栄養教諭 

 

４ 欠席委員 

 吹田市立小学校長 

 

５ 次第 

（1）委員紹介 

（2）吹田市小学校給食調理等業務委託事業者選定委員会規則について 

（3）委員長・副委員長選出 

（4）小学校給食調理等業務委託事業の導入経過と進行状況について 

（5）吹田市小学校給食調理等業務委託仕様書（案）について 

（6）令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル実施要領（案） 

について 

（7）令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル参加者募集要

領（案）について 

（8）最優秀提案事業者の決定方法について 

（9）プロポーザル実施方法について 

（10）その他 
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６ 議事概要 

 以下のとおり 

 

○事務局 （委員紹介） 

 

○事務局 （吹田市小学校給食調理等業務委託事業者選定委員会規則について説明） 

 

○事務局 委員長及び副委員長の選出をお願いする。吹田市小学校給食調理等業務委託

事業者選定委員会規則第４条第１項の規定により、委員長は委員の互選により定める

こととなる。 

 

○委員 公認会計士に委員長をお願いしたい。  

 

○事務局 公認会計士にお願いしたいとの意見があるが、いかがか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

それでは、公認会計士に委員長をお願いする。 

 

○事務局 続いて、同選定委員会規則第４条第２項の規定により、副委員長は委員長が

指名することとなっているので、委員長に副委員長を指名していただきたい。 

 

○委員長 吹田市立小学校教頭に副委員長をお願いする。 

 

○事務局 委員長、副委員長が選出されたので、ここからの進行は委員長にお願いする。 

 

○委員長 それでは議事を進めさせていただく。 

 

○事務局 この選定委員会の選定結果の公表について、昨年度は吹田市プロポーザル方

式の実施に関するガイドラインに従い、契約交渉の相手方を決定し、契約を締結した

後、選定事業者名並びに提案金額や提案事業者の名称、評価点、選定委員会委員の役

職名、選定委員会の議事録の概要を公表した。選定委員会の議事録については発言者

名を匿名とし、評価点については選定事業者以外の事業者名については非公表とした。

今年度も同様としてよいか。 
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○委員長 ただ今の事務局の説明のとおり、公表の方法については昨年度と同様という

ことでよいか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

公表については昨年度と同様に、市のホームページにて公表し、議事録は発言者を

匿名として公表する。また、事業者名については、選定された事業者は公表するが、

選定されなかった事業者名は非公表とし、得点等は匿名として公表することとする。 

 

○事務局 当選定委員会の会議を公開とするか非公開とするかについて、参考資料１

「吹田市審議会等の設置及び運営に関する指針」の第９「会議の公開」で審議会等の

会議は原則として公開するものとされているが、「吹田市情報公開条例第７条各号に

掲げる公開しないことができる情報又は公開することができない情報を取り扱うと

き」は公開しないことができるものとされている。当選定委員会の会議は、吹田市情

報公開条例第７条第２号から第４号までに掲げる情報を取り扱うため、非公開として

よいか。 

 

○委員長 ただ今の事務局の説明のとおり当選定委員会の会議を非公開としてよいか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

それでは、当選定委員会の会議を非公開とする。 

 

○委員長 小学校給食調理等業務委託事業の導入経過と進行状況について、事務局に説

明を求める。 

 

○事務局 平成 23 年度に開催された本市の事業見直し会議とそれを受けて策定された

アウトソーシング推進計画において、市の事業の中で民間事業者の活力をお借りして

できる部分については業務委託の導入を推進するという方向性が示され、小学校給食

調理等業務についても、委託を推進するという政策決定がなされた。それを受けて、

平成 24 年８月に吹田市立豊津第一小学校・藤白台小学校・千里たけみ小学校の３校

の業務委託を開始し、その後も順次、業務委託を進め、現在は吹田市立小学校全 35校

のうち 16校で業務委託を実施している。 

本業務の内容は、食材料の受取及び管理、調理、食器具等の洗浄、施設設備の清掃、

残菜及びゴミの処理等について民間事業者に委託するものであるが、委託後も自校単

独調理・全校統一献立を維持し、食材料の一括購入管理、調理工程管理、衛生管理等
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については引き続き直営のときと同様に吹田市教育委員会の管理のもとに行ってい

る。 

委託導入当初には多少の混乱があったものの、これまで大きな事故等はなく、従来

と変わりなく吹田市の給食を提供することができているものと考えている。直営から

委託への変更を行った委託初年度には、各校の児童・保護者・学校教職員に対してア

ンケートを行っているが、これまでのアンケート結果では、概ね好評をいただいてお

り、以前と変わらず安心しているとの意見が大半であった。 

今回は、７月末に契約期間が満了する山手小学校・山田第三小学校・西山田

小学校・千里丘北小学校・桃山台小学校の５校の契約の更新をしようとするも

のである。 

 

○委員長 ただ今の事務局の説明に対して質問はあるか。 

（発言なし） 

吹田市小学校給食調理等業務委託仕様書（案）について、事務局に説明を求め

る。 

 

○事務局 今回はプロポーザルの対象校が５校あり、山手小学校、山田第三小学校、

西山田小学校、千里丘北小学校、桃山台小学校のそれぞれの仕様書を作成してい

る。 

それでは、吹田市小学校給食調理等業務委託仕様書（案）を説明する。 

 

○事務局 （吹田市小学校給食調理等業務委託仕様書（案）の説明） 

 

○委員長 ただ今の事務局の説明に対して質問はあるか。 

（発言なし） 

 

○委員長  

吹田市小学校給食調理等業務委託仕様書（案）について承認してよいか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

吹田市小学校給食調理等業務委託仕様書（案）を承認する。 

続いて、令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル実施要領

（案）について、事務局に説明を求める。 
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○事務局 （令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル実施要領

（案）の説明） 

 

○委員長 ただ今の事務局の説明に対して質問はあるか。 

 

〇委員長 千里丘北小学校で予定食数の減少が見込まれるとのことだが、入学者数はど

この小学校でも未定であると思うが、何か合理的な予測をしているのか。 

 

〇事務局 教育委員会内の教育未来創生室で数年先までの児童推計を算出している。年

間委託料の金額に影響するのは概ね 100食以上の増減が見込まれる場合であり、この

推計に基づくと千里丘北小学校ではこの先３年間で 100 食以上の増減が見込まれる

ためである。 

 

〇委員長 他に質問はあるか。 

（発言なし） 

令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル実施要領（案）を

承認してよいか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル実施要領（案）を

承認する。 

それでは、次の令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル参

加者募集要領（案）について、事務局に説明を求める。 

 

○事務局 （令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル参加者

募集要領（案）の説明） 

 

○委員長 ただ今の事務局の説明に対して質問はあるか。 

  （発言なし） 

令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル参加者募集要領

（案）を承認してよいか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

令和７年度吹田市小学校給食調理等業務委託公募型プロポーザル参加者募集要領
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（案）を承認する。 

 

続いて、最優秀提案事業者の決定方法について、説明を求める。 

 

○事務局 （最優秀提案事業者の決定方法についての説明） 

 

○委員長 ただ今の事務局の説明に対して質問はあるか。 

  （発言なし） 

続いて、プロポーザルの実施方法について、事務局に説明を求める。 

 

○事務局 各事業者から提出された書類一式と資料８「評価基準書」及び資料９「最

終選考採点表」を後日、各委員に配付する。プロポーザル当日までに提案書等に目

を通してもらい、事業者の独自評価をしてもらう。評価基準書については１事業者

につき１枚、採点表については委員１人につき１枚用意しているので、事業者から

の提案説明を受けた上で、その点数を採点表に項目ごとに転記する。評価の基準に

関しては、プロポーザル当日に事務局より評価の基準を記載した書類を配付する。 

  ここで委員に審議していただきたいことがある。資料８「評価基準書」の職員配

置について、以前の選定委員会の委員からの意見により、本来は点差がつく項目で

はないため、事務局であらかじめ整理し、点数化してもらう方がよいという提案を

いただいていた。 

これ以降、職員配置をあらかじめ点数化することで、委員には他の項目の審議に

十分取り組んでいただけるものと考え、職員配置の⑤のアレルギー以外の項目はす

べて事務局で点数化したものを示していた。 

アレルギーの人員配置等については、プロポーザルの提案説明の中でも、盛り込

まれる内容となっているため、この部分については委員の意見を反映できるように

すべきと考えている。 

その他の点数は参考とした上で、提案説明等から委員独自で点数化することも、

場合によっては、そのままの点数を記入することも可とすることが、妥当ではない

かと考えるが、いかがか。 

 

○委員長 ただ今の事務局の説明及び提案に対して質問はあるか。 

（発言なし） 
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〇委員長 職員配置の⑤以外については、事務局であらかじめ点数化したものを参考 

にし、⑤については当日説明を聞いたのちに、各委員が独自で採点するということ 

でよいか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇事務局 もう１点審議していただきたいことがある。職員配置について、事務局が

参考として点数化したものをどのタイミングで提供すればよいか。 

 

〇委員長 事業者ごとに説明する前に配布してもらうほうが良い。 

 

〇委員  最初に配付してほしい。 

 

〇委員長 プロポーザルの開始前に事務局が点数化した職員配置の配点表を配布する

ということでよいか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

事務局が点数化した職員配置の配点表はプロポーザルの開始前に配布する。 

ほかに質問はないか。 

（発言なし） 

議事が終了したので、吹田市小学校給食調理等業務委託事業者選定委員会を終了 

する。 


